
農業経営設計インテリジエントシステ2、

(農吊式 経 営部)

と 背 最とねらい

高度情報化社会の進展につれ,普及現場でのパソコンの整備が進んでいる。こうした状

況に対応し,農試経営部では,「縦首診断設計システム」 「東京都中央鋼1売市場年報デ
ー

タベース」 「統合理ソフトを利用した経断設計支援システム 経 営くん」を開発したが,

いずれも個別完結的なシステムとして開発されたため,各 システムのデ
ータ形態が異なり,

システム間でデータを共有することが出来なかつた。

この度,農 業1青報ネットワークシステム開発事業 (国庫補助.主管は農政企画課)の な

かで,転作作物導入支援システムを開発することとなったのを契機に,既 に開発した_L記

3システムでデータの共有が出来るようシステムを改良した。また東北農試が開発した 「

作物選択のための経営的意思決定支援システム」にも共通デ
ータベースを利用できるよう

にしたほか,既存システムが有していた市場分析,技術体系策定.作 物選択・経営設計θ)

各機能が一貫して処理できる 「農業経営設計インテリジェントンステム」を農識経営部が

設計監修じ開発したので指導上の参考に供する。

2 技 術内容

障i弟差を変11
変動係数 (価格・供給量は安定しているのか?)

傾向値 (価格は上昇傾向か,供給量は増えすぎていないか?) 一

出荷弾性値 (伊酪合量が増加したら価格はどオ■だけ低下するか?)

(供給量が増加したら販売金額は増加するのか?) 一

所得弾性値 (所得が増加したら需要は増加するのか?)

トレンド (年次とともに需要が増加しているのか?)
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有望作目の技術体系策定 (生産費.

有望作目の経営指標作成

主サ陛生産`性(10a当り円子得)

労働生産性 (1日当り所得)

旬別労lFll時間,対蛇&)

地代負担力 (10a当 りこけ断屯収益)

出荷下限数量 (物材費相当・
一次二十廷盤 賀相当)
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作物選択支援サブシステム用データ自

経営設計支援サブシステム用データ自

データ訂iと・出カ ー ーー十一十一―一――
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農業経営者の価値判WiをAHP(階 層

(冷害抵抗'性,収 簿性,価格変動需要動

農業経営者の価値判断に合致した作目

砕=圭11ヽ|,:::!王国
試算計画法 (作目毎の規模を設定して経営収支を計算する)

線形計画法 (地目別土地面積と月別労働時間を制約量として所得

が最大となる作目別規模を計算する)

潜在利益分析 (その作目を採用した場合に減少する所得)

帰属価格分析 (上す也,家族労働.雇 用労働の限界生産力

感度分析 鯖諏郵子の安定域)一 一ヽ―一一――一一―一――

図1 農 業経営設計インテリジェントシステムの活用方法

3 指 導上の留意事項

(1)本 システムを利用するためには,MS― DOSと 統合型ソフト (I」otusl-2-3R2.lJ)

及び市場1青報分析支援サプシステムで利用するマイクロAGNESS(市 販統計分

析ソフト)を購入するとが必要である。

(2)本 システムを利用するためには,40MBの ハードディスクが必要である。
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